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 今年度は、鶴岡市内の高校生など学生が地道に取り組んでいるボランティア活動を紹介しています。コロナ禍
で、福祉施設での活動等はまだ以前のようにはできない状況にありますが、学生たちが工夫をしながら新たな活
動も含め様々な取組を行っております。今回は次の２つの部活と学校を紹介いたします。 

 

 
～障がい者や児童との交流も～ 

 

福祉や地域イベントにも協力！ 
 コロナ禍、中央高校のボランティア・インターアクト

部では、さまざまなボランティア活動に取り組んでいま

した。青色駐車場ペンキ塗り、ノーマライゼーション 

親善卓球大会の手伝い、 

温海さくらマラソン大会 

のボランティアスタッフ 

等々…。中でも、児童館 

では子どもたちと一緒に、 

おやつなどいろいろなも 

のを作って、楽しく交流 

していました。     ▲児童館でおやつ作り（コロナ禍前） 

 

活動に役立てたいと「手話」を学ぶ！ 

ボランティア活動や 

日常の暮らしの中で、 

聴覚障がいがある人 

と接するかもしれな 

い…そんな想いから、 

 

 

▲聴覚障がい者が講師です 

 

手話を学ぶ活動も取り入れ 

ています。聴覚障がいがあ 

る人と、手話通訳者を講師 

に迎えて直にふれあいなが 

ら手話を学んでいます。 

 

 

～飛島で家電修理や環境整備活動～ 

 
高専生の日頃の学習成果を活かして！  

山形県唯一の離島「飛島」には電気店がないことから、 

日頃の学習を活かして家電修理を無償で行い、潮風害や 

              立地問題、超高齢化とい 

              う島独特の課題の解決 

              を目指しています。 

平成２２年から継続 

して取り組んでいる鶴 

岡高専ならではの、素晴 

らしい活動です 

▲島民から頼りにされてます！     

 

家電修理の他にこんな活動も！ 

家電修理は、掃除機・換気扇・扇風機・ストーブなど。 

他にも、飛島ではリヤカーのタイヤ交換、地下倉庫清掃、

家屋の塗装、芝刈り、広告看板デザイン、観光用自転車

修理、ベンチの保全。そして、鶴岡市や酒田市内の地域

行事での出前講座なども行っ 

てくれております。 

 

 

 

 

 

 

 

              ▲日頃の学習の成果です！ 

 
 福祉学習と出前講座 ４月～８月上旬 ＜ボラセン分＞ 

出前講座 

・中央高校ボランティア 

インターアクト部 

・西部児童館  

  西部児童館 

   

福祉学習 

・第三中学校１年生 

・斎小学校 ４年生  

 

生徒の振り返りより （中１女子）❤ 
 私は、この福祉体験を通じて、ひとりひとり
違ってもよい所がたくさんあると感じました。 
みんなが違ってみんなよく、自分ができない
ことを支えてもらい、逆に自分ができることは
支えてあげたりして、おたがいにできることで
きないことを支え合っていければ、明るい社
会が広がっていくのではないかと思いました。 

◀斎小での福祉学習 



 

＜らくがき＞ このところ、全国的に新型コロナ感染者数が激増し、さらには大雨による災害が頻発しています。被災地では、以前と違いボランティアも 

地域限定での募集を余儀なくされています。誰もが感染や被災のリスクを抱える今、あらためて「おだがいさま」の心が大切になっています      

  

 

 

いらなくなった「おもちゃ」をもってきてね！！ 
 

 日 時  ９月２５日（日）10:00～14:00 

 場 所  小真木原体育館 

 内 容  持参した「おもちゃ」をポイントに変えて 

       ～その後楽しい取組がたくさんありますよ 

 ◆問合せ先  だがしや楽校 （みちくさ舎内） 電話25-6320 

 日 時  ８月２８日（日）13:30開演    入場無料 

場 所  鶴岡市中央公民館（ホール） 

内 容  ギター演奏、ゲスト出演ソプラノ歌手松田美香さん 

◆ギターを通じて子どもたちの健全育成の活動を行っている鶴岡のサークル 

「グリンギターフィールズ」も第1部で演奏をします！ 

～ コロナ禍での災害支援活動 ～ 

７月豪雨 災害時相互応援協定の宮城県大崎市へ 
 ７月１６日（土）から大崎市社協と連絡を取り合い、20日に現地に入り打

合せ、21 日から 29 日まで鶴岡市社協地域福祉課職員を１回２人づつ災害

ボランティアセンタースタッフとして派遣。ボランティアは、NPO法人鶴岡

災害ボランティアネットワーク（代表村井勢一氏）と連携して、被害が大き

かった古川矢目地区へ 21 日と 24日の２回支援活動に向かいました。 

 

コロナ感染者が激増する中で苦渋の決断！ 
 鶴岡からの３回目のボランティア活動を、31 日に行う予定で調整を始め

た時、山形県、宮城県ともに感染者数が激増し始めました。村井代表との 

打合せで全員が抗原検査を行う等の様々な方法を検討しましたが、最終的に

感染のリスクを避けるという苦渋の判断をし、大崎市社協に連絡をさせてい

ただきました。 

 24日に、鶴岡のボランティアが活動させていただいたお宅の方の言葉を 

思い出すと、31 日の活動に行かないという決断をすぐにはできませんでし

たが、感染者が増えている中での支援のあり方を考えさせられる、難しい場

面でありました。 

 《活動先のお宅の方の言葉》 こんなにしてもらって、本当にありがたくて涙がでます。 

   途方にくれていたけれど、この先の目処が立ち、頑張る気持ちが出てきました。 

かえっこバザール 
～環境フェアつるおか 2022～ 

～グリンギターアンサンブルコンサート～ 

▲7月宮城県大崎市で活動中の 
鶴岡のボランティアの皆さん！ 

８月豪雨 山形県内の被災地応援 
 ８月に入り、今度は山形県内で豪雨による大きな災害が発生。被災地
社協への職員派遣とボランティア活動を、コロナ禍での難しい判断の中
で、鶴岡からの応援を始めるところです。（8/5現在） 


